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生物多様性はままつ戦略の令和 3年度進捗状況について 

環境政策課 

１. 生物多様性はままつ戦略の概要

浜松市における生物多様性の保全及び持続可能な利用に向けた取組みを総合的・体系的

に推進し、持続可能な都市の構築を目指す基本的かつ総合的な計画として、2013 年 3月に

「生物多様性はままつ戦略」を策定しました。2017 年度に地域内外の状況を踏まえた見直

しを行い、2018 年度より「生物多様性はままつ戦略 2018」として、目指すべき将来像の実

現に向けた 3つの基本方針を掲げ、生物多様性保全に取り組んでいます。 

２. 生物多様性はままつ戦略の達成度 

生物多様性はままつ戦略 2018 では、2022 年を目標年度に基本方針に沿った 7 つの指標

により進捗を管理しています。新型コロナウィルスの影響もあり、7 つの指標のうち目標

を達成したのは２指標に留まりました。すべての指標で目標が達成できるよう、業務内容

の見直し、更なる市民への広報、周知に取り組んでいく必要があります。 

基本方針１ 多様な生きもののすみかをしっかりと守っていきます 

取組み 指標 目標値 2021 年度実績 備考 
進捗 

状況※3

①生きものの生

息・生育場所の

保全 

ヤリタナゴの生息数 

（基準値：64 個体 

  【成魚 5当歳魚 59】） 

維持、 

又は増加 

（2022 年度） 

18 個体 

【成魚 6当歳魚 12】 

基準値は2016年度の

実績 
× 

②持続可能な農林

水産業の促進と

良好な生態系の

保全 

多面的機能支払交付金※

1の交付面積 

（基準値： 

 農地維持：3,187ha 

 資源向上 

共同   ：2,718ha 

 長寿命化：4,247ha 

計 10,152 ha） 

10%増加 

（2022 年度） 

農地維持：3,133ha 

資源向上 

共同   ：2,723ha 

長寿命化：3,781ha 

    計：9,637 ha 

(5.1%減) 

基準値は2016年度の

実績 
× 

③都市における緑

地・水域の保全

と連結・拡充 

緑地保全面積※2

（基準値：1,373ha） 

維持、 

又は増加 

（2022 年度） 

 緑地保全面積 

1,373ha 

基準値は2016年度の

実績 
○ 

※1：農業・農村は、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全などの多面的機能を有しており、この機能の維持・発揮

を図るための地域の共同活動に対する支援に係る交付金を指す。 

※2：特別緑地保全地区、風致地区、生産緑地地区、保存樹・保存樹林、市民の森の面積を合計したもの。 

※3：進捗状況は、良好な項目を「○」、進捗が遅れている項目を「×」、未調査の項目を「-」とした。 

「生きものの生息・生育場所の保全」では、北区の井伊谷 

小学校にて、地域の産業と自然の繋がりを学ぶ「田んぼでつ 

ながる人と自然」の ESDプログラムを実施し、静岡県指定希 

少野生動植物に指定されているヤリタナゴの保全に取り組み 

ました。2021 年 7月には、北区引佐町に整備した正楽寺ビオ 

トープにて、井伊谷小学校児童によるヤリタナゴの放流会を 

開催しました。                       ヤリタナゴ放流会の様子
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基本方針２ 地域の生物多様性を守るための仕組みをつくります 

「様々な主体との円滑な連携、支援活動」の取組みでは、ビオトープでの希少生物の保

護や自然観察会を開催している「特定非営利活動法人浜松市東区の自然と文化を残そう会」

と CSR 活動に力を入れている「大和ハウス工業株式会社 浜松支店」と「浜松市」の３者

で、2021 年 10 月に「浜松市生きものパートナーシップ協定」の第２号を締結しました。

協定の内容は東区にある十湖池ビオトープ維持管理のための労働力を提供するものです。

市は、両者の取り組みに協力し、広報をしていきます。 

「生物多様性に関わる情報の収集・蓄積・活用」では、市民参加型調査として、身近な

生きもの「ツバメ類、カエル類、赤とんぼ類」の写真をスマートフォン等で撮影しメール

で送信してもらいました。参加数を増やす取り組みとして、メールを使わずに、インター

ネットの入力フォームからも投稿ができるよう改善しました。さらに多くの市民が身近な

自然に触れて、自然に興味をもっていただくよう、イベントや環境学習会などで周知して

いきます。 

基本方針３ 豊かな自然と恵みを将来につなぐための人を増やしていきます 

取組み 指標 目標値 2021 年度実績 備考 
進捗 

状況※

⑥地域の生態系を 

支える人づくり 

環境学習指導者による生物

多様性保全学習会の開催・

参加回数 

（基準値：1,803 回） 

10％増加 

（令和 4年度）

開催・参加回数

1,369 回 

（24.0％減少） 

基準値は2016年度の

実績 
× 

⑦生物多様性の大切さ

を理解し、行動する

市民の育成 

「生物多様性」の理解度 

（基準値：30.4％） 

＊言葉も意味も知っている 

60％超 

（令和 4年度）

22.3％ 

市民アンケート

調査結果 

「言葉を知っている」を

加えると 58.5％ 

基準値は2017年度の

結果 

× 

「地域の生態系を支える人づくり」では、新型コロナウィルスの影響により、環境学習

指導者を幼保園、学校、団体等に講師として派遣する移動環境教室の開催件数や各指導者

の自主的な学習会の開催や環境活動への参加が減少したことにより、「環境学習指導者によ

る生物多様性保全学習会の開催・参加回数」は基準値を下回りました。 

「生物多様性の大切さを理解し、行動する市民の育成」では、生物多様性の理解度を指

標としていますが、「言葉も意味も知っている」人の割合は目標に届かず、静岡県の調査結

果 22.4％と同程度の結果でした。戦略の指標としている生物多様性保全学習会の開催や市

民参加型調査などの取組みに加え、YouTube 広告を活用して理解度の向上に努めます。

取組み 指標 目標値 2021 年度実績 備考 
進捗 

状況※

④様々な主体との円滑

な連携、活動支援 

浜松市生きものパートナー

シップの協定を締結した件数 

（基準値：０件） 

3 件締結 

（2022 年度） 
1 件締結 合計 2件 ○ 

⑤生物多様性に関わる

情報の収集・蓄積・

活用 

市民参加型調査に 

参加した人数 

（基準値：０人/年） 

300 人/年 120 人 × 


